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はじめに 

 

令和６年度は、令和６年元旦に発生した能登半島地震による被害の長

期化、豪雨、記録的な猛暑、令和７年２月に八潮市で発生した下水道管

の破損に起因するとみられる大規模な道路陥没など災害や地球温暖化の

影響を強く感じることとなりました。  

 下半期には内閣総理大臣とアメリカ大統領の交代があり、政治や経済

への影響が注目されています。  

 物価は、令和４年度から同水準で高騰を続け、令和６年度も家計を圧

迫し、経済活動や人々の生活環境に大きな影響を及ぼしています。  

こうした状況下における所沢市の上下水道事業の内容を、「令和６年度

上下水道事業年報」としてまとめました。  

水道事業では、令和６年度末の給水戸数は 171,189戸（前年度比 2,011

戸の増加）、給水人口は 342,280人（前年度比 375人の減少）で、普及率は

99.99％、年間配水量は35,338,880㎥（前年度比 444,730㎥の減少）となりま

した。水道施設の整備については、老朽管の更新事業など、市内各地区に

耐震性を有するダクタイル鋳鉄管等 8,402.9ｍを整備しました。浄水場施

設の整備については、災害時における安定給水を図るため、東部浄水場

着水井の耐震補強工事を施工するとともに、東部浄水場管理棟外壁等の

改修工事を実施しました。  

下水道事業では、令和６年度末の行政区域内人口 342,296人に対し、処

理区域内人口は 326,416人（前年度比 333人の増加）、普及率は 95.4％とな

りました。また、水洗化人口は 322,202人（前年度比 327人の増加）で水

洗化率は 98.7％となっています。下水道施設の整備については、第４期

市街化調整区域下水道整備事業の最終年度として、汚水管 3,053ｍを布設

しました。また、雨水を地下に浸透させることにより雨水流出抑制を図

り、浸水被害の軽減につながる道路雨水桝 210か所の浸透化、さらに下水

道管渠 1,821ⅿの更生工事などの地震対策工事を実施しました。  

 計画の面では、令和７年度から令和 16年度までを計画期間とする「所

沢市下水道事業経営計画」を、能登半島地震を教訓に上下水道一体で耐

震化を進めるべく「所沢市上下水道耐震化計画」を策定しました。  

所沢市上下水道局は、今後も、いのちの水を 24時間 365日安定して供給

するとともに、お使いいただいた水をきれいにして地球に戻すことで良

好な水循環社会の形成を担ってまいります。  

 

所沢市上下水道事業管理者  

鈴木  哲也  
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